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サステナビリティに対する考え方
当社は創業以来、相互会社形態を堅持する日本で唯一の会社です。
当社の実質的な創業者である第二代社長の吉田義輝は、「ご契約者本

位」という想いのもと、相互会社形態にこだわりました。それは、ご契
約者が保険団体を構成し互いに助け合う“相互扶助”が保険の精神であ
り、相互会社は、この“相互扶助”の精神から生まれたご契約者を中心と
する組織だからです。
国民生活に密接に関連した公共性の高い生命保険業は、超長期のサス

テナビリティを前提とします。従って、株主がいないため過度な成長で
はなく、お客さまを守るための成長を志向できる相互会社形態が生命保
険業には最も適していると考えております。
当社は、超長期のサステナビリティを求め、相

互会社として生命保険業を営んでおります。生命
保険は、お客さまとの一生涯にわたる、さらには
世代を超える約束であり、終わりのない仕事で
す。未来永劫お客さまとの約束を守るためには、
会社が持続的に成長し存続していかなければなり
ません。
その前提として、持続可能な社会が必要であ

り、こうした社会をつくっていくための企業活動
は当然のことと考えます。“相互扶助”の精神に
もとづく企業活動の一つひとつを通じて、安心で
持続可能な社会の実現を目指してまいります。

第二代社長吉田義輝

創業当時の社旗
中心には相互組織であることを表す「互」を刺繍

1968年、「がんの子供を守る会」へ、小児がん治療助成金の
寄付を開始。1983年までに10億円を寄付

2023年、『「THEMUTUALArt for children」おやさいクレヨン』
を全国の保育園に寄贈

▲

おやさいクレヨンの詳細は「100周年プロジェクト（15、16ページ）」を
参照

超長期のサステナビリティを求めて
相互会社組織での経営
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資産運用を通じた取組み（ESG）
環境保護への取組みなど

健康経営・働き方改革の推進
人権・ダイバーシティへの対応
働く職員の自己実現 など

生命保険業を通じた保障の提供
総代会、ご契約者懇談会
お客さまの声を経営に活かす取組み など

フコク生命とステークホルダーとの関係図

優先取組項目の設定
当社は「事業への親和性」、「ステークホルダーへの影響度」の観点から７項目を優先

取組項目に設定し取り組んでおります。

“相互扶助”の精神にもとづく企業活動

社会への貢献●

●働く職員の自己実現

●ご契約者の利益擁護

優 先 取 組 項 目 対 応 す る SDGs
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１ 生命保険事業の健全な運営

2 生命保険業を通じた保障の提供
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3 ESG 投融資の推進

4 気候変動含む環境問題への取組み ▶
職
員

5 健康経営・働き方改革の推進

6 人権・ダイバーシティへの対応
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相互会社組織での経営

地域・社会

職員

お客さま

相互会社組織での経営




